















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ア） （イ） （ウ） （エ）




2017年 4 月 1 日が
弁済期（ア）。2年で
すなわち，2019 年 3 月 31 日に
消滅時効にかかる（ウ）。
2017年 4 月 1 日
Ａの債権が
弁済期。
2019年 3 月 1 日
Ｂの債権が弁済期。
すなわち，Ａ，Ｂの
債権が相殺適状になった。
2019年 3 月31日
Ａの債権が
消滅時効に
かかった。
2019年 4 月15日
ＡがＢへ相殺した。
債権
売買代金の支払い 金銭の支払い
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
134
流経法学　第17巻 第 2号
第509条
不法行為により生じた債権を受働債権とする相殺の禁止
　債務が不法行為によって生じたときは，そ
の債務者は，相殺をもって債権者に対抗する
ことができない。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　以下，二つの例は，植林弘・口語債権法〔補訂 2版〕474頁を参照した。
〔例 1〕売買契約にもとづく，代金支払いの債権者をＡ，債務者をＢとする。
〔例 2〕
〔理由〕山川一陽ほか・口語民法〔新補訂版〕を参照。
不法行為が，あえて，なされることを防止するため。
不法行為によって生じた債権は，現実に，金銭で賠償させる必要があるから。
債務 債権
債務
債権
ＡがＢへ
不注意で
交通事故を
おこし，Ｂ
が100万円の
損害を受けた。
債務債権
Ａは相殺できない。
50万円
支払い
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
100万円の
損害賠償
50万円
支払い
債務 債権
債務債権
100万円の
損害賠償
Ｄ
Ｃ
100万円の
損害賠償
債務
債権
Ｄ
Ｃ
100万円の
損害賠償
「買う」
「売る」
Ａ
Ｂ
売買契約
ＣがＤへ不注意で
交通事故をおこし，
Ｄは 100万円の損害
を受けた。
ＣがＤへ賠償金を
支払わない。
Ｄは，腹を立てて
Ｃを殴りつけ，重傷
を負わせた。Ｄの不法
行為により，Ｃは100
万円の損害を受けた。
ＣもＤも，相殺できない。
ＣはＤにたいして，また，
ＤはＣにたいして，それぞれ
100万円の損害賠償債権をもつ。
権利
Ｄ
Ｃ
身体
債務 債権
債務
債権
ＡがＢへ
不注意で
交通事故を
おこし，Ｂ
が100万円の
損害を受けた。
債務債権
Ａは相殺できない。
50万円
支払い
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
100万円の
損害賠償
50万円
支払い
債務 債権
債務債権
100万円の
損害賠償
Ｄ
Ｃ
100万円の
損害賠償
債務
債権
Ｄ
Ｃ
100万円の
損害賠償
「買う」
「売る」
Ａ
Ｂ
売買契約
ＣがＤへ不注意で
交通事故をおこし，
Ｄは 100万円の損害
を受けた。
ＣがＤへ賠償金を
支払わない。
Ｄは，腹を立てて
Ｃを殴りつけ，重傷
を負わせた。Ｄの不法
行為により，Ｃは100
万円の損害を受けた。
ＣもＤも，相殺できない。
ＣはＤにたいして，また，
ＤはＣにたいして，それぞれ
100万円の損害賠償債権をもつ。
権利
Ｄ
Ｃ
身体
136
流経法学　第17巻 第 2号
第510条
差押え禁止の債権を受働債権とする相殺の禁止
　債権が，差押えを禁じたものであるときは，
その債務者は，相殺をもって債権者に対抗す
ることができない。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　差押え禁止の債権とは，たとえば，賃金支払い債権である。有地
亨・丸山茂・基本法コンメンタール〔第四版〕債権総論230頁によれば，
「・・・，本条は，相殺を禁じて現実の弁済を保障する趣旨である。」差
押え禁止の債権をもっている者をＡ，債務者をＢとする。
債務 債権
債務
「相殺する」
債権
（差押え禁止）
債務 債権
債務債権
（差押え禁止）
10万円
支払い
Ａ
Ｂ
10万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
Ｂ
10万円
支払い
Ａの債権は，
差押え禁止
138
流経法学　第17巻 第 2号
第511条
支払いの差止めを受けた債権を受働債権とする相殺の禁止
　支払いの差止めを受けた第三債務者は，
その後に取得した債権による相殺をもって，
差押債権者に対抗することができない。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　債権者をＡ，債務者をＢ，Ｂの債務者すなわち第三債務者をＣとする。
甲斐道太郎・口語債権法〔補訂 2版〕216頁を参照した。
債務
債務者 第三債務者
債務
債権
債権
債権者
ＣがＢに
たいする
債権を取得。
裁判所がＣにたいし，Ｂへ
の弁済禁止の命令を出した。
ＣはＢの債権と相殺する
ことはできない。
Ａ
Ｂ Ｃ
給付 差押え
給付
債務
債務
債務 債権
債権
債権
債権者
Ａ
Ｂ Ｃ
給付 差押え
給付
給付
140
流経法学　第17巻 第 2号
第512条
第 3款　更改
第513条
相殺の充当
　第488条から第491条まで（弁済の充当）
の規定は，相殺について準用する。
更改
　条件つき債務を無条件債務としたとき，
無条件債務に条件を付したとき，または債
務の条件を変更したときは，いずれも債務
の要素を変更したものと見なす。
　当事者が，債務の要素を変更する契約を
したときは，その債務は，更改によって消
滅する。
①
②
民法の流れ図
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第514条
⑴　債権者をＡ，更改前の債務者をＢ，更改後の債務者をＣとする。
債務者の交替による更改
　債務者の交替による更改は，債権者と，更
改後に債務者となる者との契約によってする
ことができる。ただし，更改前の債務者の意
思に反するときは，この限りでない。 ⑴
債務
「はい」
更改契約
「Ｂに交替して
債務者になって」
債権
Ｂの意思に
反しない。
Ａ
Ｂ Ｃ
給付
債務
債権
Ａ
Ｃ
給付
142
流経法学　第17巻 第 2号
第515条
債権者の交替による更改－その１
　債権者の交替による更改は，確定日付
のある証書によってしなければ，第三者
に対抗することができない。 ⑴
民法の流れ図
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⑴　債権者をＡ，債務者をＢ，Ａに交替した債権者をＣ，第三者をＤとす
る。篠塚昭次・注釈民法⑵債権136頁以下を参照した。
債務
「はい」
更改契約（A，B，Cによる）
「はい」「Ｃが
債権者
になる」
債権
Ａ
Ｂ
Ｃ
給付
債務
第三者
「債権は私（Ｄ）
に帰属する」
債権
Ｃ Ｄ
Ｂ
給付
確定日付の
ある証書に
よる債権者
の交替
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流経法学　第17巻 第 2号
第516条
第517条
債権者の交替による更改－その 2
　第468条，第 1項（指名債権の譲渡に
おける債務者の抗弁）の規定は，債権者
の交替による更改について準用する。
更改前の債務が消滅しないばあい
　更改によって生じた債務が，不法な原因の
ため，または当事者の知らない事由によって
成立せず，または取り消されたときは，更改
前の債務は，消滅しない。
民法の流れ図
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第518条
更改後の債務への担保の移転
⑴
　更改の当事者は，更改前の債務の目的の
限度において，その債務の担保として設定
された質権または抵当権を，更改後の債務
に移すことができる。ただし，第三者が，
これを設定したばあいには，その承諾を得
なければならない。　　
146
流経法学　第17巻 第 2号
⑴　債権者をＡ，債務者をＢとする。山川一陽ほか・口語民法〔新補訂
版〕263頁を参照した。数字の単位は，万円とする。
債務
建物
債務債務
債権債権
（無担保）
債権
所有権（Ｂの）
－抵当権（Ａの）
抵当権
抵当権
（100の限度で担保する）
更改契約
「150支払いの
債務に更改して。
抵当権を移す。」
「はい」
100支払い
Ｂ
Ａ
100支払い50支払い
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
民法の流れ図
147
第 4款　免除
第519条
第 5款　混同
第520条
債務の免除
　債権者が，債務者にたいして，債務を
免除する意思を表示したときは，その債
権は，消滅する。
混同
　債権および債務が，同一人に帰属した
ときは，その債権は，消滅する。ただし，
その債権が，第三者の権利の目的である
ときは，この限りでない。　 ⑴
148
流経法学　第17巻 第 2号
⑴　債権者をＡ，債務者をＢ，第三者をＣとする。Ｃは，ＡのＢにたいす
る債権を質に取っている者である。山川一陽ほか・前掲263頁以下を参
照した。
Ｂの債権が消滅しない理由について，学者は，以下のように述べる。
甲斐道太郎・口語債権法〔補訂 2版〕223頁では，「・・・〔Ｂ〕の債権が
消滅するとＣが損害を受けるから，消滅しないことになる。」
遠藤浩・基本法コンメンタール〔第四版〕債権総論238頁では，「第三者
〔Ｃ〕のためにその債権を存続させておく必要があるからである。」
債務 債務債権
（質入れ）
債権
債権質
債権質
ＢがＡの債権
を譲り受けた。
混同しても，
Ｂの債権は
消滅しない。
給付
給付
Ａ
Ｃ
Ｂ
債務 債権
（質入れ）
債権
給付
給付
Ａ
Ｃ
Ｂ
